
■みんなで地主■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 302号  

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：日本土地資源協会・入会のご案内 

 

日本土地資源協会は、2/4に定時総会を開催し、今年度の事業を本格スタートいたしました。 

今日のブログにもある通り、今年度は「みんなで地主」を合言葉に活動します。 

また、今年度は当協会の仲間づくりにも、積極的に取り組みます。 

 

「みんなで地主」のご案内 http://land-resource.org/ 

 

1.無料見学会 http://land-resource.org/p10/p11/ 

第３木曜日 13時～ 笑恵館で開催します 

2.訪問説明会 http://land-resource.org/p10/p12/ 

随時、ご希望の場所で開催します 

3.地主の学校 http://land-resource.org/p10/p13/ 

13時～ いづみ co&work(火)、笑恵館(土)で開催します 

 

 

2. ブログから：みんなで地主 

 

地主は明治維新で廃止され、言葉だけが名残として残っている。 

「土地所有」という言葉が、明治維新の前後では全く違う意味なので、「地主≠土地所有者」を説明するのは一苦

労だ。 

日本では、7 世紀ごろには豪族たちが地方を支配するようになり、新たに開墾した者に土地所有権が認められる

荘園制度が広がった。 

だが、この「認められる」という言葉が権利を示すことを忘れてはならない。 

http://land-resource.org/wp-content/uploads/LR_P_01.jpg


所詮権利とは、支配者が被支配者に与えるもので、昔の所有権とは、「年貢のノルマ」のようなもの。 

「所有権」を与える領主は「領有権」に基づいて支配しているが、これは力づくで奪い取り、周囲の承認で成り

立つ力だ。 

・ 

年貢を効率よく収奪するには、検地によって領地の収穫量を測る必要があるが、年貢の取り立てを行う地元の豪

族などの抵抗にあい、検地は進まなかった。 

戦国時代になると、国の領主が目まぐるしく入れ替わり、年貢の徴収も混乱したが、やがて北条早雲のような新

興勢力が、それまでの既得権益を打ち壊し、検地を実施するようになった。 

そして、急速に領地を拡大した織田信長が検地を促進したことで、これを引き継いだ豊臣秀吉は全国の検地（太

閤検地）に乗り出した。 

検地とは、農地の面積を計測し、それに見合った年貢を課すことだが、農民出身の秀吉はそれまで土地所有者に

課していた年貢を耕作者に課すこととして一元化した。 

この時すべての農民が実質的な所有者となったのは、民主化というよりは「民従化」と言えるかもしれない。 

・ 

しかし、耕作者による土地所有制は安泰とは言えなかった。 

耕作者の能力には格差があり、収量の格差が貧富を生んだ。 

やがて、年貢を納めるために耕作者間で年貢米の貸し借りが行われるようになり、その担保には土地があてられ

た。 

集落ごとに、収量の多い実力者が年貢の取りまとめ役に選ばれるのだが、これが「地主」となった。 

借りを返すことができない耕作者は、担保の土地を地主に提供し、自分は小作人として耕作を続ける。 

かつての集落は、水などの資源を共同で調達する「自給自足経済の単位」だったので、地主は経済的に自立する

地域社会の経営者となっていった。 

・ 

やがてペリーの黒船が現れて、外国からの侵略に対抗する帝国づくりが必要となった。 

そのために、明治維新ではそれまでのコメ経済を貨幣経済に変えるため、「年貢＝現物納税」を廃止して「地租＝

貨幣納税」に切り替えて、地主制を廃止して地方自治体（町村）を整備した。 

日本社会は物々交換経済から貨幣経済に急速な変化して、それまで価値を生み出す資源だった土地は、一気にそ

れ自体が換金できる資産になった。 

その後、敗戦とともに帝国主義を捨て、日本は民主化の道を歩むことになった。 

だが、肝心の国土復興は不動産ビジネスと土地投機に依存して、国民の顧客化（民客化）が進むばかり。 

昔の日本は地球の一部＝日本列島でできていたが、今の日本は時価総額 1,400兆円の不動産と言われている。 

・ 

しかし、国土の 6 割以上が山林の日本では、その価値の大部分は平地に集中し、さらに都市圏への集中が進んだ

ため、ごく一部の平野にその価値は集中する。 

山林や耕作地だけでなく、地方都市までもが経済価値を失い放置や放棄が進んでいる。 

最近では都市部でも駅周辺の価値が上がり、郊外の空洞化が進んでいる。 

所詮経済価値とは、その高低差が生み出すもので、格差の拡大は止められない。 

貧乏人がいてこその金持ちであって、誰もが金持ちになれるはずがない。 

だから、たとえ全国を東京にしても、何の解決にもならない。 

ならば、全ての土地を経済価値で測るのでなく、もっと多様な価値観で土地利用をすべきではないだろうか。 

・ 

みんなで地主とは、新しい土地利用の提案だ。 



誰か一人が所有するのでなく、仲間がみんなで地主になる「民主化」だ。 

地主の主は、主従の従でなく、主客の客でもない、当事者本人のこと。 

主体的にその土地の魅力を高め、幸福を求め、収益も追及する人こそが地主だとおもう。 

そして、「その人たちによる土地経営の仕組み」を民主国家と呼んでもいいのではないか。 

それは日本から独立したいのでなく、日本が好きだからこそ主体的に小さな日本を作る取り組みだ。 

そんな国づくりが、地域独自で自由に行われ、それが日本中に広がれば、この国は素敵な国になれると思う。 

明治の初頭、全国に自活する集落が 7万あったことを思い起こせば、合併を繰り返す役所は電子化・合理化をも

っと進め、地方自治は「地主の仲間」で担えばいいと僕は思う。 

 

http://nanoni.co.jp/20210207/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

3. 2/9火 今週のオンラインメルマガ 

 

今日のメルマガについて、気軽に質問してください。 

先週は Tさん 1名参加だったので、40分を超えてもじっくり話ができました。 

先着 1名様もアリですネ。 

 

松村拓也の Zoomミーティング 

時間: 2021年 2月 9日 09:00 PM 大阪、札幌、東京 

https://us02web.zoom.us/j/84862703007?pwd=eXdSWXVURG5OUlgwYlp5c3FOaEpXZz09 

ミーティング ID: 848 6270 3007 

パスコード: 4SEhav 

待ってますよ！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. 今週のお誘い 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）02/09 ■〇◎いづみ作業日 09-17時 

 09-10時 〇いづみ PJT・MTG（反町） 

11-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

 21-22時 ■オンラインメルマガ（リモート） 

（水）02/10 ■〇◎なのに作業日 09-21時 



 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

（木）02/11 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（金）02/12 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

（土）02/13 ■〇◎笑恵館作業日 09-17時 

10-17時 〇アントレハウス笑恵館（世田谷） 

（日）02/14 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（月）02/15 ■〇◎休業日 

 

■その後の予定 

02/13 09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

02/16 09-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

02/16 10-11時 ★いづみ・高瀬さん（反町） 

02/17 13-16時 △松本国際高校 評議員会（松本） 

02/18 13-20時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

02/23 10-11時 ★いづみ・谷貝さん（反町） 

02/25 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

03/01 20-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 3月例会（リモート） 

03/05 13-15時 ▲紙敷発表会（東松戸） 

03/11 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

03/11 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

03/11 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

03/12 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

03/13 10-12時 ■複式簿記講座＠笑恵館（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 



https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


